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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月9日(2015.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脂質に共有的に抱合された多糖Ａ（ＰＳＡ）を含む脂質付加ＰＳＡ、および、薬学的に
受容可能なキャリアを含む、医薬組成物。
【請求項２】
　ヒトに投与するための、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　脂質が、脂質付加ＰＳＡの０．１～２％（ｗ／ｗ）である、請求項１または２に記載の
医薬組成物。
【請求項４】
　脂質が、脂質付加ＰＳＡの０．１～１％（ｗ／ｗ）である、請求項１または２に記載の
医薬組成物。
【請求項５】
　０．５％（ｗ／ｗ）またはそれより少ないＬＰＳを含む、請求項１～４のいずれか一項
に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　薬学的に受容可能なキャリアが経口投与可能であって、経口投与用処方物である、請求
項１～５のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　経口投与用処方物が、カプセル、錠剤またはロゼンジである、請求項６に記載の医薬組
成物。
【請求項８】
　非経口投与用処方物である、請求項１～５のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　薬学的に受容可能なキャリアが、緩衝化剤および／または保存剤を含む、請求項１～８
のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　穏和な加水分解の後、１６．５％のＴｒｉｓ－トリシンＳＤＳ－ＰＡＧＥゲル上で流さ
れ、硫酸亜鉛およびイミダゾールを用いてリバース染色された場合に、脂質付加ＰＳＡが
、６０ｋＤより上におけるＰＳＡのバンドおよび約５ｋＤにおけるＬＰＳ脂質のバンドを
示す、請求項１～９のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　脂質およびＰＳＡが、ヘビ毒ホスホジエステラーゼによる切断に対して感受性ではない
結合によって共有的に抱合されている、請求項１～１０のいずれか一項に記載の医薬組成
物。
【請求項１２】
　脂質付加ＰＳＡが、９９％（ｗ／ｗ）のＰＳＡおよび０．５％（ｗ／ｗ）の脂質を含む
、請求項１～１１のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　単位投与形態で提供される、請求項１～１２のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　緩衝化剤を含む、請求項１～１３のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　脂質付加ＰＳＡの無菌の水性調製物を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の医薬
組成物。
【請求項１６】
　血液と等張である、請求項１５に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
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　５０～１００マイクログラムの脂質付加ＰＳＡを含む、請求項１～１６のいずれか一項
に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　脂質に共有的に抱合された多糖Ａ（ＰＳＡ）を含む脂質付加ＰＳＡ、および、薬学的に
受容可能なキャリアを含み、脂質付加ＰＳＡが、ＰＳＡを過剰発現するBacteroides frag
ilis細胞から、ＰＳＡに抱合された脂質を維持する条件下で単離される、医薬組成物。
【請求項１９】
　脂質に共有的に抱合された多糖Ａ（ＰＳＡ）を含む凍結乾燥形態の脂質付加ＰＳＡを含
む、医薬組成物。
【請求項２０】
　ＰＳＡが、
【化１】

で表される反復四糖単位によって特徴付けられる構造を有する、請求項１～１９のいずれ
か一項に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　脂質付加多糖Ａ（ＰＳＡ）を製造する方法であって、
ＰＳＡを過剰発現するBacteroides fragilis細胞から、ＰＳＡに抱合された脂質を維持す
る条件下で、脂質付加ＰＳＡを単離することを含み、ここで、脂質付加ＰＳＡが脂質に共
有的に抱合されたＰＳＡを含む、前記方法。
【請求項２２】
　単離するステップが、デオキシコール酸ナトリウムの不在下において行われる、請求項
２１に記載の方法。
【請求項２３】
　単離するステップが、９と等しいかまたはこれより低いｐＨで行われる、請求項２１ま
たは２２に記載の方法。
【請求項２４】
　単離するステップが、細胞の莢膜画分から脂質付加ＰＳＡを沈降させることを含む、請
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求項２１～２３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２５】
　沈降させるステップが、エタノール沈殿を含む、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　さらに、穏和な酸による沈殿の処理のステップを含む、請求項２４または２５に記載の
方法。
【請求項２７】
　沈殿が、４～５の範囲のｐＨ、８０～１００℃、１～３時間までの間で処理される、請
求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　さらに、サイズ排除により脂質付加ＰＳＡを沈殿から生成することを含む、請求項２４
～２７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２９】
　サイズ排除が、中性の緩衝液中で、デオキシコール酸ナトリウムの不在下において行わ
れる、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　サイズ排除が、分子ふるいクロマトグラフィーを用いて行われる、請求項２８または２
９に記載の方法。
【請求項３１】
　脂質に共有的に抱合された多糖Ａ（ＰＳＡ）を含む脂質付加ＰＳＡと薬学的に受容可能
なキャリアとを組み合わせ、医薬組成物を形成することを含む、医薬組成物の製造方法。
【請求項３２】
　医薬組成物がヒトに投与するためのものである、請求項３１に記載の方法。
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